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議
案 

№
78

反
対
（
河
邉
正
男
）

農
業
、
学
校
配
置
計
画
、
子
育
て
支
援
、
公

共
施
設
適
正
化
、
ご
み
処
理
な
ど
、
ま
ち
づ

く
り
に
は
し
っ
か
り
と
し
た
理
念
を
示
し
、

適
切
な
取
り
組
み
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

賛
成
（
中
神
靖
典
）

農
業
振
興
施
策
の
推
進
や
市
民
の
安
心
し
た

暮
ら
し
の
た
め
の
取
り
組
み
が
着
実
に
実
施

さ
れ
た
。
市
債
残
高
は
減
少
し
、
財
政
健
全

化
に
も
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

議
案 

№
79

反
対
（
河
邉
正
男
）

歳
入
総
額
に
比
べ
、歳
出
総
額
が
少
な
く「
黒

字
」
と
な
っ
て
い
る
。
高
い
国
保
税
を
引
き

下
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

賛
成
（
岡
本
禎
稔
）

制
度
を
安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
の
必
要
か

つ
適
正
な
決
算
で
あ
る
。

議
案 

№
83

反
対
（
河
邉
正
男
）

低
所
得
に
よ
る
保
険
料
滞
納
者
に
対
し
、
救

済
す
る
し
く
み
を
つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

賛
成
（
廣
中
清
介
）

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
高
齢

者
支
援
な
ど
、
介
護
保
険
事
業
は
適
正
に
運

営
さ
れ
て
い
る
。

■
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た

▽	「
精
神
障
害
者
に
対
す
る
公
共
交
通
機
関

の
運
賃
割
引
制
度
の
適
用
に
つ
い
て
の
意

見
書
」

　
田
原
市
精
神
障
害
者
家
族
会
し
お
じ
会
会

長
荒
木
勝
己
氏
か
ら
の
陳
情
を
受
け
、
文
教

厚
生
委
員
会
で
の
審
議
後
、
本
会
議
に
お
い

て
全
会
一
致
で
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
な
ど
に
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

（
意
見
書
の
内
容
）

・
精
神
障
害
者
に
つ
い
て
も
、
身
体
障
害
者

及
び
知
的
障
害
者
と
同
等
の
運
賃
割
引
制

度
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
、
公
共
交
通
事
業

者
に
対
し
て
働
き
か
け
を
行
う
な
ど
、
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

賛否が分かれた議案
　本会議では、議案に対して一人ひとりの議員が賛成・反対の意思表示をします。
　今定例会では、以下の議案の賛否が分かれました。賛成・反対の討論はこのページに掲載しています。
　また、その他の議案は、全会一致で可決しました。

議
案
番
号

議　案　名
（一部省略）

結　果
（賛成：反対）

78 平成28年度歳入歳出決算認定
一般会計

認定
（16：1） ◦◦◦◦×◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦−

79 平成28年度歳入歳出決算認定
国民健康保険特別会計

認定
（16：1） ◦◦◦◦×◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦−

83 平成28年度歳入歳出決算認定
介護保険特別会計

認定
（16：1） ◦◦◦◦×◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦−

〇…賛成　×…反対　−…議長は議決に加わらない

議案に対する
本会議での議員の
賛成・反対の表明です
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